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要　旨　本研究は，１）子どもの表現活動を導くことができる保育者を養成するために，音
楽に関する授業科目において育てるべき資質・能力について考察し，２）そのことを保証す
る授業内容を再構築し，３）授業内容が適正であるかどうかについて検証を試みることであ
る。本稿では，「保育内容の指導法（幼児音楽）」の授業内容の一つである「模擬保育」の活
動について，検証及び考察を行うこととする。

キーワード　保育内容の指導法　音楽　模擬保育

Ⅰ．はじめに

　文部科学省は幼稚園教育要領等を含む次期学
習指導要領について，2017（平成29）年３月に
告示を行った。そこでは，幼稚園教育において
育みたい資質・能力を「知識及び技能の基礎」
「思考力，判断力，表現力等の基礎」「学びに向
かう力，人間性等」の３つの観点から明示して
いる。そして，ここで明示された資質・能力
は，個別に取り出して身に付けさせるものでは
なく，遊びを通しての総合的な指導を行う中で
一体的に育むことが重要であるとしている。
　また，教師が指導を行う際に考慮するものと
して「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

を10項目に分けて明示している。音楽に関わる
項目としては「（10）豊かな感性と表現」にお
いて「心を動かす出来事などに触れ感性を働か
せる中で，様々な素材の特徴や表現の仕方など
に気付き，感じたことや考えたことを自分で表
現したり，友達同士で表現する過程を楽しんだ
りし，表現する喜びを味わい，意欲をもつよう
になる」と育ってほしい姿が示されている。こ
れら10項目についても，個別に取り出して指導
されるものではなく，幼児の自発的な活動とし
ての遊びを通して，これらの姿が育っていくこ
とに留意が必要であるとしている。
　ところで，上記の大きな変更点と比較して，
幼稚園教育において育みたい資質・能力を幼児
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の生活する姿から捉えたねらい及びねらいを達
成するために指導する事項である内容について
は，記述内容に大きな変更は見られないように
思われる。内容の領域についても現行と同様に
５領域である。
　ただ，音楽に関わる内容として大きな追加事
項が一つあった。それは「環境」領域の「３．
内容の取扱い」として，「文化や伝統に親しむ
際には，正月や節句など我が国の伝統的な行
事，国歌，唱歌，わらべうたや我が国の伝統的
な遊びに親しんだり，異なる文化に触れる活動
に親しんだりすることを通じて，社会とのつな
がりの意識や国際理解の意識の芽生えなどが養
われるようにすること」に留意する必要がある
と示されたことである。幼稚園において国歌に
親しむ活動を行わなければならないのである。
具体的な活動内容について，今後研究を深めて
いかなければならないと考えられる。
　音楽に深く関わる「表現」領域においては，
ねらい及び内容に大きな変更は見られないよう
に思われるが，内容の取り扱いにおいて「風の
音や雨の音，身近にある草や花の形や色など自
然の中にある音，形，色などに気付くようにす
ること」や「様々な素材や表現の仕方に親しん
だり」といった文言が加わっており，このこと
についても同様に研究を深めていかなければな
らない。さらに，今回同時に告示された保育所
保育指針及び幼保連携型認定こども園教育・保
育要領については，別の機会に検討を加えた
い。
　筆者らは，教員や保育者をめざす学生たち
が，これまで以上に高い資質・能力と最新の専
門的知識や指導技術等を身に付けていくことが
できるよう，授業担当教員としてどのような質
的側面を向上させていくのかを学生自身が把握
できるよう可視化し，免許法で定められた授業
科目において養成する資質・能力を，明確にす
ることが重要であると考え，研究を継続し，成
果を発表してきた（例えば，岡田・桐山（2016）
及び岡田・桐山（2017）等）。
　本研究の目的は，１）子どもの表現活動を導
くことができる保育者を養成するために，音楽

に関する授業科目において育てるべき資質・能
力について考察し，２）そのことを保証する授
業内容を再構築し，３）授業内容が適正である
かどうかについて検証を試みることである。筆
者らはこれまで，岡田・桐山（2015）及び岡田・
桐山（2016）において保育者養成における音楽
に関する授業科目である「幼児音楽」について，
また岡田・桐山（2017）では指導法科目である
「保育内容の指導法（幼児音楽）」について，そ
の授業内容を検討した後，再構築を試み実践を
行い検証した。そして今回は，指導法科目であ
る「保育内容の指導法（幼児音楽）」の授業内
容の一つである「模擬保育」の活動について検
証を行った。
　ここまでの研究成果に基づき再構築した授業
内容は，幼稚園教諭免許状を取得するための
授業科目として適正なものであったのだろう
か，また学生たちの音楽に関する資質・能力を
高めることができたのであろうか。今回は長島
（2009b）の「授業力評価スタンダード（音楽科）」
に基づいた自己評価及びアンケート調査等によ
り，とりわけ以下の２点について明らかにして
いきたいと考えている。

１．「保育内容の指導法（幼児音楽）」の授業
内容において育てることができる，音楽
に関する資質・能力はどのようなものか。

２．「保育内容の指導法（幼児音楽）」の授
業内容は，幼稚園教諭免許状・保育士資
格を取得するための授業科目として適正
なものであるのか。

Ⅱ．これまでの研究の経緯について

　さて，新しく告示された幼稚園教育要領等に
示された内容を実践するためにも，教員や保育
者をめざす学生たちがこれまで以上に教員とし
ての高い資質・能力や最新の専門的知識や指導
技術等を身に付けていくことができるよう，授
業担当教員としてどのような質的側面を向上さ
せていくのかを学生自身が把握できるよう可視
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化し，免許法で定められた各授業科目において
養成する資質・能力を，明確にすることが重要
であると考え，研究を継続し，成果を発表して
きた。
　筆者らはこれまで，岡田・桐山（2015）及び
岡田・桐山（2016）において保育者養成におけ
る音楽に関する専門授業科目である「幼児音楽」
について，その授業内容を検討した後，再構築
を試み実践を行い検証した。さらに岡田・桐山
（2017）においては，指導法科目である「保育
内容の指導法（幼児音楽）」の授業内容の一つ
である「絵かきうた」の活動及び授業内容全般
について長島（2009b）の「授業力評価スタン
ダード（音楽科）」に基づいた自己評価を手が
かりに検証を行った。
　本稿においては，「保育内容の指導法（幼児
音楽）」の授業内容の一つである「模擬保育」
の活動について，学生を対象としたアンケート
調査の自由記述を手がかりとした検証及び考察
を行うこととする。

Ⅲ．「保育内容の指導法（幼児音楽）」の
授業内容について

（１）「保育内容の指導法（幼児音楽）」におけ
る「模擬保育」

　「保育内容の指導法（幼児音楽）」はいわゆる
教育法科目であり，幼稚園教諭免許状を取得す
るためには必修である。半期２単位の科目で，
学生は主に３年次後期に受講することとなって
いる。2015年度受講者は幼児教育コースの学生
10名と，幼児教育コース以外の幼稚園教諭免許
状の取得を目指す学生13名，計23名であった。
2016年度は幼児教育コースの学生11名と，幼児
教育コース以外の学生９名，計20名が受講し
た。
　授業内容は，幼児の音楽に関わる表現活動
や，保育施設における音楽を活用した行事等を
実践するために必要な資質・能力を身に付ける
ための講義や演習を行っている。本授業を受講
する時点では，幼児教育コースの学生は保育実
習，施設実習及び附属幼稚園における教育実習

を終えているが，他コースの学生は保育の活動
が未経験の者も多い。そのこともあり，授業内
容については保育の実践において活用できるも
のを重視し，体験活動的な内容を精選して半期
15コマの授業内容を以下の通り構築した。
　シラバスに明記している内容は次の通りであ
る。

　○授業の概要
　乳幼児にとって音楽とは何なのかを探り，遊
びの中で音や動きを感じ喜び合あえる子どもの
育ちのための支援や環境構成について実際に体
験しつつ考えていく。
　○授業の目的
　乳幼児の音楽的成長を促すような音楽遊びの
方法や環境構成のアイデアとセンス，遊びが展
開していく支援の方法を実際に活動しながら学
び，乳幼児の遊びを見守りながら，臨機応変に
支援し対応できる力量を修得する。
　○到達目標
１．幼児と共に音楽を全身で楽しむ感性とアイ
デアとヒントと、保育実践に溶け込んだ理論
的な観点を習得することができる。

２．手振りや身ぶりのあそびとことばあそびと
音あそびを融合させた音楽あそびを実際に創
作し、グループで体験することによって、幼
児の音楽あそびに独特な展開性を実際に体得
することができる。

３．幼児の音楽あそびを多様に豊かに展開させ
る力量と、音楽あそびの場の創造に対する、
保育者の全身体的感性を養うことができる。

　○授業計画
１．ガイダンス
２．子どもの音楽表現について１
　　幼児にとって音楽とは -幼児の音楽活動に
ついて概論

３．子どもの音楽表現について２
　　オリジナル絵かき歌をつくって発表しよう
４．振りを付けて歌おう -手話の歌を手がかり
に１

　　「四季の歌」を，手話を付けて歌ってみよう
５．振りを付けて歌おう -手話の歌を手がかり
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に２
　　振り付けを工夫して歌おう
６．楽器を使って遊ぼう１
　　手づくり楽器で遊ぼう
７．楽器を使って遊ぼう２
　　楽器の活用を考えてみよう
８．楽器を使って遊ぼう３
　　楽器をつかって動きましょう
９．ハンドベルを使って遊ぼう１
　　ハンドベルを使ってアレンジを工夫して演
奏しよう

10．ハンドベルを使って遊ぼう２
　　ハンドベルを使ってアレンジを工夫して演
奏しよう

11．からだを楽器にしてみよう１
　　身体を使っていろんな音をつくろう
12．からだを楽器にしてみよう
　　つくった音を発表しよう
13．音楽を生かして，楽しいイベントをつくろ
う１

　　保育活動案を作成しましょう
14．音楽を生かして，楽しいイベントをつくろ
う２

　　各グループによる取り組み
15．音楽を生かして，楽しいイベントをつくろ
う３

　　各グループによる発表，学生による授業評
価

　本稿において検証，考察を行う「模擬保育」
の活動は，第13回から第15回までの３時間であ
る。
　具体的には，冬休み中の課題として，各自が
音楽を生かした保育活動案を作成し，第13回で
はそれらについて受講者数人で構成されてい
るグループにおいて意見交流を行う。その後，
ベースにする保育活動案をグループごとに一つ
選び，さらに協力しながらそれをブラッシュ
アップさせていく。（学生が作成した保育活動
案例１〜３）参照，なお赤字（注：画像がモノ
クロでわかりづらいためマーカーで強調してい
る）の書き込みは，意見交流によりブラッシュ

アップさせていった軌跡である。

　第14回は，保育者役を選び具体的な内容につ
いてシミュレーションを行う。活動に必要なも
のがあれば準備する。
　第15回は，各グループによる実践を行い，そ
れぞれについて意見交流を行いながら学びを深
めていく。

（学生が作成した保育活動案例１）
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（学生が作成した保育活動案例２）

（学生が作成した保育活動案例３）

（２）「保育内容の指導法（幼児音楽）」におい
て育成する音楽に関する資質・能力

　本研究における音楽に関する資質・能力の拠
り所としている「授業力評価スタンダード（音
楽科）」について説明を加えると，長島（2009a）
は，授業実践力は授業構想力（事前に子どもた
ちの学習の可能性を想定し，適切な音楽授業を
準備する能力群），授業展開力（授業構想力を
ふまえながら，授業実践の場で臨機に発揮され
る能力群），授業評価力（自分の授業や他者の
授業の成果と課題を明らかにする能力群）の３
つの能力群から把握されると述べ，さらに授業
構想力に10項目，授業展開力に21項目，授業評
価力に２項目，合計33項目の下位能力群で把握
することができると述べ，授業力評価スタン
ダード（音楽科）を開発している（2009b）。本
スタンダードは，そもそも小学校や中学校の音
楽を専門とする教員が獲得すべき資質・能力を
想定して開発されたものであるが，金指（2009）
が同スタンダードを引用するにあたり，“「音楽
教師」を「保育者」に置き換えて考えた” と述
べているのと同様に（さらに本研究では，学習
者を幼児，学習を保育，授業を保育活動と読み
替えている），筆者らもここに示された資質・
能力を育成することが保育者養成にとって重要
であると考え，これを拠りどころとして授業内
容の再構築を試みることとしたのである。
　このカテゴライズに基づくと，本授業科目全
体は，A.授業構想力の「学習者の把握１_学習
者の実態把握」「同２_学習への構え・ルールづ
くり」「目標の分類と設定」「授業構成 １_教育
内容の構成」「同 ２_教材の選択・構成」「同３
_授業過程の組織」「同 ４_学習法・学習形態の
選択・構成」「単元計画（授業計画）１_単元計
画の作成」「同２_学習指導案の作成」「同３_学
習評価計画の作成」，B.授業展開力の「パフォー
マンス ２_言語的パフォーマンス」「同 ３_子
どもたちへの対応」「教具の活用１_板書」「同
２_教育機器・資料」，C.授業評価力の「自分の
授業の構想と実践に対する評価」「他者の授業
と実践に対する評価」に関わるものであると筆
者らは考えている。つまり，授業構想力のカテ
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ゴリーにおいては10項目全て，授業展開力のカ
テゴリーにおいては21項目中15項目，授業評価
力のカテゴリーにおいては２項目全てと，授業
構想力及び授業評価力に関わる資質・能力を中
心として33項目中27項目の資質・能力の育成に
寄与できるのではないかと考えている。
　そして，本稿の検証対象としている「模擬保
育」の活動は，これら全ての資質・能力の育成
に関わる，総括的な活動と位置づけている。

Ⅳ．「保育内容の指導法（幼児音楽）」の
授業内容の検証について

（１）授業力スタンダード（音楽科）による授
業内容の検証

　検証結果については岡田・桐山（2017）にお
いて発表しているが，本授業において育成した
い資質・能力に関わる27項目のうち23項目にお
いて，全ての学生が段階１以上に到達できたと
自己評価している。あくまでも自己評価である
ため過信は禁物であるが，概ね満足できる結果
となっている。特に「学習者の把握」に関わる
３項目，「単元計画」に関わる３項目，「言語的
パフォーマンス」に関わる６項目，「教具の活
用」に関わる４項目の能力については，全員が
少なくとも段階１に到達できたと回答してい
る。このことから，子どもの実態に寄り添った
保育活動案を作成し実践するために必要な最低
限の資質・能力を育成するという「保育内容の
指導法」科目としての最も重要な役割を，特に
「模擬保育」を授業内容に加えたことにより果
たすことができたと筆者は考えている。
　また「到達できず」と自己評価した学生がい
た４項目を見てみると，A-３-３）「授業構成，
授業過程の組織」，B-１-３）⑤「子どもたち
への対応，ハプニングへの対応」，C-１「自分
の授業の構想と実践に対する評価」，C-２「他
者の授業の構想と実践に対する評価」で各１名
であった。このことは今後の課題としたい。

（２）アンケート調査の自由記述による検証及
び考察

　2015年度，2016年度ともに，全15回の授業終
了時に受講者を対象としたアンケート調査を実
施した。
　アンケートの設問は，「『模擬保育』」の授業
内容について，質問や感想がありましたら書い
てください」，「『保育内容の指導法（幼児音楽）』
について，質問や感想がありましたら書いてく
ださい」である。
　その自由記述の内容は多岐にわたるもので
あったが，「模擬保育」の授業内容については，
43名からのべ92個の記述が得られた。92個の記
述についてカテゴリー分けを試み，A.保育活動
立案，B.保育活動実践，C.模擬保育全般の３つ
のカテゴリーを設定し，各々の下位項目として
自分自身のこと，自分以外ことの２つを設定し
た。さらに，それぞれをプラス記述とマイナス
記述に分類したところ，各項目に該当する記述
数は次の通りとなった。

A.保育活動立案（26記述）
　A1＋　自分自身についてプラス記述　23
　A1−　自分自身についてマイナス記述　２
　A2＋　自分以外についてプラス記述　０
　A2−　自分以外についてマイナス記述　１

B.保育活動実践（23記述）
　B1＋　自分自身についてプラス記述　21
　B1−　自分自身についてマイナス記述　０
　B2＋　自分以外についてプラス記述　０
　B2−　自分以外についてマイナス記述　２

C.模擬保育全般（43記述）
　C1＋　自分自身についてプラス記述　29
　C1−　自分自身についてマイナス記述　１
　C2＋　自分以外についてプラス記述　11
　C2−　自分以外についてマイナス記述　２

　この結果から，以下の考察を得ることができ
た。
１．全記述のうち最も多いC1＋（模擬保育全
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般：自分自身についてプラス記述）における
主なものは，「自分自身が活動を楽しめた」
７，「自分の引き出しが増えた」５，「今回の
実践を現場で使いたい」５などであった。自
身が保育者となった時のことをある程度意識
して活動に取り組んでいるように見て取れ
る。

２．次に多いA1＋（保育活動立案：自分自身
についてプラス記述）における主なものは，
「他者の視点や意見を知ることができた。参
考になった」で20記述あり，全項目中最も多
かった。１グループ内に幼児教育コースの学
生とその他のコース・領域の学生がほぼ同数
となるようなグループ編成を行ったことが，
この記述につながったと考えられる。

３．３番目に多いB1＋（保育活動実践：自分自
身についてプラス記述）における主なものは，
「保育活動を体験できた」14，「他の活動との
つながりを知ることができた」４，「環境や
教具への配慮を知ることができた」２などで
あった。体験できる機会を設けることが重要
であるのは当然であるが，同時に今後の教育
実習等に対して，学生が不安を抱いているこ
とが垣間見られる

４．全記述のうち，「模擬保育」を自身のこ
とに引きつけて振り返っている記述が76個
（83％）である。またプラス記述が84個（91％）
である。このことから，「保育内容の指導法
（幼児音楽）」の授業内容として「模擬保育」
の活動は欠かすことのできない重要なもので
あり，２年間のデータではあるが，学生たち
は活動について概ね肯定的に捉えていると考
えて良いのではないだろうか。

５．ただマイナス記述が８個あることも無視す
ることはできない。主な記述としては，「保
育活動案の書き方についての説明がわかりに
くい（A1−）」１，「（模擬保育に）手遊びや
わらべ歌を取り入れればよかった（B2−）」
２，「グループ編成を固定ではなく途中で変
えてもよかったのでは（C2−）」２などであっ
た。これらのことについても，今後の課題と
したい。

Ⅴ．おわりに

　本研究において明らかにしたいこととして，
筆者らは一貫して次の２点を挙げてきた。

１．「保育内容の指導法（幼児音楽）」の授業
内容において育てることができる，音楽
に関する資質・能力はどのようなものか。

２．「保育内容の指導法（幼児音楽）」の授
業内容は，幼稚園教諭免許状・保育士資
格を取得するための授業科目として適正
なものであるのか。

　１．については「Ⅲ．「保育内容の指導法（幼
児音楽）」の授業内容について」において述べ
たとおり，長島（2009b）の「授業力評価スタ
ンダード（音楽科）」による，“A.授業構想力”
の下位能力群10項目全て，“B.授業展開力” の
能力群である「言語的パフォーマンス」「子ど
もたちへの対応」「教具の活用」の下位能力群
15項目，“C.授業評価力” の能力群２項目の合
計27項目に関わるものであると筆者らは考えて
いる。加えて，“C.授業評価力” における２項
目の能力の育成については，今回の発表で取り
上げた「模擬保育」の活動において特に育てる
資質・能力であると考えられる。
　２．については，今回，自由記述の検証結果
を見る限りにおいては，再構築した授業内容に
ついては概ね適正と言え，特に「模擬保育」の
活動に取り組むことは学生にとって意義深いも
のであったといえるのではないだろうか。
　一方，本稿において研究対象とした「模擬保
育」の活動の映像を振り返った際，重要な反省
点に気付いた。
　「模擬保育」であるから，保育者役の学生と
子ども役の学生がいるわけであるが，子ども役
の学生の反応が画一的になる場面が多く見られ
たのである。保育者の問いかけに対して，子ど
も役の学生たちが同じような応答をしたり，身
体表現を行う場面においても「大人の発想」に
よる極めて常識的な表現を行ったりする状況を
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多く確認することができた。
　授業力評価スタンダードにおける「３）子ど
もたちへの対応」の「④予想外の子どもの発言
や音楽的表現への対応」や「⑤ハプニングへの
対応」に該当する資質・能力を育成することを
考えれば，このような状況は真の意味での「模
擬保育」となりえていないといえるのではない
だろうか。このことは，授業内容の構築という
より，むしろ授業担当者である筆者らの指導内
容に点検すべき点があると思われる。
　今後は，とりわけこの点について重点的に研
究を重ねていきたいと考えている。子どもの表
現を導く支援を行う保育者に求められる資質・
能力を育てるために，「幼児音楽」及び「保育
内容の指導法」のそれぞれ15コマの授業内容を
さらにブラッシュアップする，という課題につ
いて，得られた結果に安住することなく継続的
に，そして慎重に取り組んでいきたい。
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